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地吹雪発生時の大気電場と雪粒子分布の時系列変化

Charge change estimation at short-burst energetic radiation during

the Blizzard
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　南極・昭和基地における2015年1月から12月まで、1年間の降水粒子径、大気電場、および風速の時系列変

動を精査した。降水粒子径はLaser Precipitation Monitorによる観測値を、大気電場は高さ約10メートルと約

1メートルの2箇所のフィールドミル回転集電器による観測値を用いている。 

 

　一般に地上の大気電場は鉛直下向きを正と定義される。そして、その観測値は静穏時、気象条件による擾乱

発生時を問わず概ね正で推移するが、激しい地吹雪の発生に伴ってまれに負の値を示すことがある。一方

で、地吹雪時の吹雪粒子が負に帯電することが、室内実験および観測結果として良く知られている。2015年

1月から12月までのあいだに、高さ10メートルの観測点での大気電場測定値が負になった時間は存在する

が、高さ１メートルの観測点で大気電場測定値が負になる時間よりも著しく短い。また大気電場測定値が負に

なるときと正に戻る時、高さ10メートルの測定値と高さ１メートル高さ約1メートルの測定値の比が大きく変

動する。すなわち、大気電場測定値が負になる時間帯の前後で、高さ方向の電場測定値の勾配が大きくなって

いた。粒径分布の推移からは、大気電場はマイナスになる時間帯に粒子数がごく少数になっていることが認め

られる。すなわち、雪粒がたくさん舞っている状態から、粒の浮遊がほぼゼロに変わったタイミングで、大気

電場はマイナスになるケースが生じていることが示された。
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